
 

 

 

 

 
令和6年11月にフリーランス法の施行に伴い、フリーランス（個人事業主）に該当するシルバー

人材センター（以下「センター」という。）の会員が、安心・安全に就業できる環境を整備するた

め、厚生労働省から示された新しい契約方法へ見直しを行います。  

 

フリーランス法について  （特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律）  
 

フリーランスとして働く人々が安心して仕事ができる環境を整えるために制定されました。具体

的には、フリーランスの方と企業などの発注事業者の間の取引を適正化し、就業環境を整備

することを目的としています。  

請負委任契約で就業しているセンター会員は、発注者やセンターと雇用関係がありませんの

で、個人事業主のフリーランスに位置付けられます。（派遣契約の会員は対象外）  

 

就業条件の明示について  
 

発注事業者はフリーランスに対して、就業条件（業務内容、報酬額、支払期日など）を、書面ま

たは電磁的方法で明示する義務が生じますが、センター利用契約を締結することにより、セン

ターがフリーランス（会員）に就業条件を「会員業務仕様書」として明示します。  

 

契約形態の変更について  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人  全 国 シル バー シル バ ー人 材セ ンタ ー 事業 協会  

公益社団法人  五 泉 市 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー  

フリーランス法の施行に伴い 

令和8年4月よりシルバー人材センターの契約方法が変わります 
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新しい契約方法について  

新たな方法では、発注者は「①利用規約」と 「②会員業務就業規約」に同意の上、センタ
ーと利用契約を結びます。センターは利用契約をもとにフリーランス法に基づく「③会員
業務仕様書」を作成し、会員に就業条件を明示します。  
会員が「③会員業務仕様書」に同意することで、発注者と会員の間に請負・委任契約関
係（直接の関係）が生じます。  
これにより、発注者・センター・会員の三者による包括契約が成立し、発注者とセンター
が「④利用契約書」を取り交わします。  

①「利用規約」に同意  
発注者がセンターを通じて会員に業務を委託する際の基本的なルール（定形約款）  

センターホームページ掲載 （ h t t p s : / / w e b c . s j c . n e . j p / g o s e n ）  

②「会員業務就業規約」に同意  
会員がセンターを通じて就業する際の基本的なルール（定形約款）  

センターホームページ掲載 （ h t t p s : / / w e b c . s j c . n e . j p / g o s e n ）  

③「会員業務仕様書」に業務実施会員が同意  
センターが業務実施会員に対し、フリーランス法に基づく就業条件を明示  

業務実施会員に電磁的方法（会員専用サイト S m i l e  t o  S m i l e ） によ り明示  

④「利用契約書」の締結  
発注者とセンターが利用契約の締結  

準委任の契約書は収入印紙の貼付が不要（不課税取引）  

契約方法の見直しよる現行との変更点について  

契約方法の見直し後においても、センターは発注者と会員の間に入り、これまでと変わ

らない様々な事務処理やマッチング・調整などを行います。  

損害賠償責任保険の提供など、センターが果たす役割や責務も従来と変わりません。  
 

 変更後 

発注の準備  
現行と変更ありません。  

センターは、発注される仕事の内容等をお伺いし、業務仕様など
を調整します。 

【新】  

利用契約の締結  

手続きは現行と変更ありません。  

なお、変更点は、センターを利用して会員に業務委託することに

係る契約内容となり、センターは主に、仕事と就業する会員とのマ

ッチングや総合調整を担うことになります。  

【新】  

会員への就業条件の

明示と業務委託契約

の成立  

新たな内容となりますが、センターで対応しますので、発注者の
作業は発生しません。フリーランス法に基づく就業条件の明示に
ついては、センターが業務仕様に基づき、就業条件を記載した
「会員業務仕様書」を作成し、マッチングの際に会員に案内しま
す。会員が業務仕様書の内容に同意すれば、発注者と会員の間
で業務委託契約が成立する仕組みとなります。  

【新】  

業務委託料の請求  

新たな内容となりますが、事務手続きの流れはこれまでと同じです。
変更点は、センターへの業務委託料と会員への業務委託料に分
かれた内訳となります。センターがまとめて請求しますので、手続
きは変わりません。 

【新】  

適格請求書の発行  

センター分の業務委託料に係る適格請求書は発行します。  
会員分の業務委託料に係る適格請求書は原則発行できません。  

 



 

新しい契約関係（三者間の包括契約）について  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の契約は、シルバー人材センターが発注者から仕事の依頼を受け、会員に再依頼するという仕組みで、

発注者と会員の間に直接契約関係は生じていません。 

新しい契約方法では、発注者と業務実施会員が業務委託関係となるように、センターを含めた三者間の契

約となる仕組みです。 

フリーランス法の適用により必要な変更で、実務面では現行と基本的に変わりません。 

 

 

 

 

 

業務実施会員 

発 注 者 

センター ③会員業務仕様書 

明示 

③同意 

 
⑤契約関係の成立 

⑤請負委任契約  

①②同意 

①利用規約 

②会員業務就業規約 

 
④締結 

④利用契約書 業務実施会員が「③会員業務仕様書」に 

同意することで請負委任契約が成立します。 



適格請求書の発行について（消費税の変更点） 
 

料金（業務の対価）は①センター業務委託料と②会員業務委託料に構成されています。 

 

①センター業務委託料（適格請求書分） ※インボイスを発行します 

＊センターが受け取る手数料分（センターの事務費・材料費等） 

＊事務費は会員業務委託料の13％です。（令和8年4月改正） 

 

②会員業務委託料（非適格請求書分）  ※インボイスを交付できません 

＊業務実施会員の就業対価分（会員が受け取る就業対価の報酬） 

＊センターが就業対価を代理請求・代理徴収します。 

＊新たな契約方法はセンター経由で発注者が会員に支払う形となります。 

 

※本来であれば業務実施会員が「会員業務委託料に係るインボイス」を交付する立場になりますが、会員は

基本的に年間の課税売上高が1,000万円以下の「消費税免税事業者」であるため、インボイスを交付するこ

とができません。このため、消費税課税事業者である発注者の場合、②会員業務委託料に含まれる消費税

相当額について、仕入税額控除を行うことができなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金に係る消費税の課税関係について 
 

発注者が次に該当する場合は、これまでの消費税納税の取り扱いと変更ありません。 

１ 個人・一般家庭（事業者でない発注者） 
消費税申告納税対象外 
（納税義務対象外） 

２ 民間企業（簡易課税制度を選択している事業者） 
消費税納税額計算において、適格請求書

（インボイス）は不要 

３ 公共（一般会計で租税を原資として行われる仕事） みなし仕入れ税額控除が適用 

 

会員業務委託料は免税事業者からの仕入れにつき、仕入税額控除の経過措置期間があります。 

経過措置期間 控除率 

令和５年１０月から 仕入税額控除 80％可 

令和８年１０月から 仕入税額控除 50％可 

令和１１年１０月から 控除不可 

センター 
 

仕入課税控除可 

（インボイスの交付） 

発注者 

①センター業務委託料 
 （事務費・材料費等） 

②会員業務委託料 
 （就業対価の報酬） 

仕入課税控除不可 

請求書

の発行 

代理請求 

代理徴収 

①センター業務委託料 振込 
（支払い） ②会員業務委託料 

業務実施会員 
（免税事業者） 

②会員業務委託料 

会員業務委託料は、センター経由で 

業務実施会員が受け取ります。 

（課税事業者） 

会員業務委託料分は、 

インボイスを交付しません。 

 



 

 
請求書イメージ 

 

請 求 書   令和●年●月 請求番号123456 請求年月日令和●年●月●●日 

 

㈱○○○○  様 

 

いつもご利用いただき、誠に 

ありがとうございます。 

 

 

 

契 

約 

別 

明 

細 

契約番号 契約件名 
①センター 

業務委託料 

②会員 

業務委託料 
請求書小計 

123456 屋外清掃作業 ￥9,750 ￥75,000 ￥84,750 

123457 除草作業 ￥1,300 ￥10,000 ￥11,300 

     

 

 

①センター業務委託料 

センターの事務費（会員業務委託料の13％）と材料費の合計額が記載してあります。 

※インボイスを交付します。 

 

②会員業務委託料 

センターが代理請求します。 

業務実施会員の就業対価（報酬）が記載してあります。 

※インボイスは交付できません。 
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求 

内 

訳 

①センター業務委託料  適格請求書分 

公益社団法人 

五泉市シルバー人材センター 

登録番号 T5110005014863 

請求額 内消費税額 

￥11,050 
10％  ￥11,050 

 8％      ￥0 

￥1,004 

￥0 

②会員業務委託料    非適格請求書分 ￥85,000  

公益財団法人 

五泉市シルバー人材センター 

理事長  樋 口 幸 衛 

今回ご請求額    ￥96,050 お支払いは令和●年●月●日 

までにお願いします。 

お振込みの場合は振込手数料を 

ご負担ください。 


